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の友人 ・仲間の特性 をフルに発揮 し、 ピアサ
ポー トの効果が期待 されるのである。
1ピ アサポー トの各大学の実態
ピアサ ポー トの取 り組みは全 国の大学 及び大
学 院で も進 んでい る。
ピアサ ポー トについて、大学が制度的に行 っ
ている ものは、文部科 学省の調査 に よる と、平




具体 的な内容 を、(通学制であ るが)大 学ホー
ムページか ら探 ってい くことにする。
・秋田大学(http://www.gaku..akita-u.ac.jp)
学 習 ピアサ ポー トシステム を持っている。研
修 を受けた ピアサポー ター〈先輩学生 〉が学習
支援 を行 う。 ピァサポー トルームで2～3名 の
ピァサポー ターが待機 し、相談 にのる。
・金沢大 学(http://www.ad.kanazawa.-u.ac.jp)








学生同士 の支援制度 としての ピアサポー トプ
ログ ラムが あ る。学 科 や講座 ご とに、先 輩サ
ポー ターが、新入生 に対 し学業面や生活面 をサ
ポー トする。教員 もア ドバイザーとしてかかわる。
同大学国際教育セ ンターでは、大学院生チュー
ターが留学生の支援 に当たる。
ピアサポー ト連絡会議(教 員が担 当、年数回)
を開催 する。
・東京工業大 学H17 .3.31に実施要綱 を作成
ピアサポー ターは、実施要綱 第8条(研 修)
に よ り、 「大学 の学生相 談体制、事務 窓 口、心
のケアに関す る基礎 知識等 の必要 な研修 を受 け
なければな らない」 と規 定 されている。 また第
12条によ り、 月1回 程度、保健管理セ ンター及
び学生相談室の教員等を中心 として、ピアサポー
ター業 務の情 報交換 を行 うものとす ると、規定
されている。
・関東 学院大 学(http://univ.kant(　-gakuin.ac.jp)
学生支援 室 に履修登録 のためのス タッフ とし
て 「ピアサポー トス タッフ」 として登録。 同 じ
学 生の立場 で、履 修登録 に対す るア ドバ イスを
行 う。その他 学習面の相 談 もサポー トする。
・名 古屋大 学(http://www.htc.nagoya-u.ac.jp)
名大生 に よる名大生 のため のサポー ト 「名
大 ピアサポー ト」が、学生 の 「困った!」 の解
決 を手伝 う。
・愛媛 大学(http://www.iec.ehime-u.ac.jp)
ス チューデ ン ト ・キ ャンパ ス ボ ラ ンテ イア
(SCV)の活 動拠 点 と して、「ピア@カ フェ」
を設置(2005(Hl7)年4月)学生相互 の 「教 え
あい、学びあい、助け合 う」力 を高める ことを
目的 として設置 された。
SCVは、教員、事務職員の支援 を得 なが ら、
自分 達で仲 間 を支 え自分 達で問題 を解 決 してい
く。4月 一 共 通教 育 ガイ ダ ンス に もス タッフ





















らにピアサポー トが在学中に限定 され るもの
と、修了後の後の人生へと継続的に行われてい
くもののあることも視野に入れて論を進める。


































































入学期 入学年 男性 女性 アンケー ト送付合計人数
アンケート回収
人数 回収率
1期生 1999 4 3 7 3
2期生 2000 4 5 9 7
3期生 2001 4 5 9 7
4期生 2002 4 6 10 4
5期生 2003 7 4 11 6
6期生 2004 4 1 5 5




























小学校 中学校 高等学校 大 学 特別支援学校 看護学校 元教員 小 計
人数 6 2 4 1 1 2 2 18
職業
教 員 以 外
図書館司書 学芸員 公務員(行政) 看護師 福祉法人 会社員 自営業 アルバイト 不 明 小 計





入学期生 入学年 22～29歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 不 明 計
1期生 1999 1 1 1 3
2期生 2000 1 2 2 1 1 7
3期生 2001 2 3 1 1 7
4期生 2002 3 1 4
5期生 2003 1 4 1 6
6期生 2004 2 3 5







表⑤ 大学院への入学動機 ・目的(複 数回答可)
NO 入学動機 ・目的 人数
1 体系的な理論や知識の習得のため 23
































入学期生 入学年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 在学中 中退
1期生 1999 2 1(予定) (1)
2期生 2000 2 1 1 1 1(予定) (1) 1
3期生 2001 1 0 4 1 1(予定) (1)
4期生 2002 2 2
5期生 2003 4 1(予定) (1) 1
6期生 2004 4 1(予定) (1)
合 計 13 2 8 2 1 2 (5) 4
*5年目で再入学、7年 目で再々入学手続きが必要*修 了予定者は在学中にも再掲
ユ88


























































































































8 その他(内 容不明) 3










半は仲間か ら何 らかのサポー トを受けているこ
とになる。
また、ピアサポー トの手段や機会について質



















分類 NO ピアサポー トの手段 ・機会 人数
手
段
1 電話 ・手紙 12




































NO 内 容 テキスト履修時 スクーリング時 修論指導時
1 学習時間が足りない 17 3 8
2 仕事が忙しい 16 9 8
3 内容について相談するところがない 9 1 1
4 職場の理解が得られない 6 2
5 休暇が取 りにくい(特 に連続休暇) 15 4
6 教員との人間関係 1 2
7 面接の 日程調整が難しい 12
8 eメールでや り取 りできない 6
9 サテライ トキャンパスがあればよかった 2
10 外書購読が難しい 2
11 パソコン操作が難 しい科 目がある 1
12 通学が大変 1
13 履修計画の自己管理が難しい 8 2 3
14 文献入手が難しい 5 1 5
15 自学自習の孤独感がある 2 1
16 通学課程との差があるのではと不安 1
17 家庭生活との両立 1




























表⑬ 対面授業(ス クーリング)の長所 ・短所は(自 由記述)

















5 交通費 ・宿泊費がかさむ 1
6 仕事と家庭との両立が難しい 1










































表⑭ 修論(面 接)指導の長所 ・短所は(自由記述)
NO 内 容 人数
長
所



















6 時間 ・回数が少なすぎる・聞きたい時に聞けない 4
7 論文に密接した指導がないことがある 1






2 eメールによるレポー ト提出等 17
3 eメールによる修士論文指導 18
4 Web上 での授業(文 字化した講義) 6




9 テキス ト履修とドッキングさせたもの 1
10 その他(対面との兼ね合わせが必要) 2
*2はA大 学 院 で 実 施、3,4,6は 一 部 実 施
表⑯eラ ーニングが進むことと授業料 との関係について





















別表 通信制大学院のeラ ーニングの状況(「通信教育の大学 ・短大 ・大学院案内」(晶文社)か ら筆者作成)
大学院名 所在地 自宅学習 ・レポー ト提出 質疑 ・討論 スクー リング 修士論文 学習支援 初年度納入金
東北福祉大学院 宮城 eメ ール 可 eメール可 ・電子掲示板 面接指導 46万
東京福祉大学大学院 群馬 面接指導 60～65万
日本大学大学院 埼玉 eメ ール eメ ール ・FAX メデ ィアスクーリング 面接指導
4月にパソコン
研修 100万







































明星大学大学院 東京 eメ ール可 eメ ール 面接指導 学生同士意見交換eメ ール 80万






メ ンターが つ く
80万
名古屋学院大学大学院 愛知 eメ ール可 eメ ール サテライ トキャンパスあり
eメ ール とイ ン
タ ーネ ッ ト
74万












高野山大学大学院 和歌山 Webシステムの利用可 40万














九州保健福祉大学大学院 宮崎 eメ ール 可 面接指導 98～108万
帝京大学大学院* 栃木 メディアを駆使した授業 テレビ電話を利用 eメ ール可 不明
日本女子大学大学院* 東京 イ ンターネッ ト上のシステム利用
インターネット
のシステム利用 eメ ール可 不明
京都産業大学大学院* 京都 eメ ー ルで eメ ール可 不明
京都造形芸術大学大学院* 京都 不明
*2007年4月開学




























































e-learningにつ い て、 「A大学 院」生 は ど う
考 えてい るのだ ろうか。前章のア ンケー トの分
析 にあ るように、e-learningの希望 等で得 た回
答 の上位 をみ る と、eメ ール に よる修 士論 文指
導、eメ ールや電子掲示板 による事 務連 絡や、
eメール による学生か らの レポー ト提 出、授業
内容 のWeb上 へ の掲 載(動 画 や ビデ オ)な ど
であ った。 これ らは順次実現 されつつあ るもの
であ る。
一方、西之園晴夫が教 育方法学の講義で、携
帯電話(ケ ー タイ)を 活用 し協 調 自律 学習 を実
践 してい る。3さらに、国 際 フォーラム にお け
るヘ ンリック ・ハ ンソンの発 表資料 「北 欧社会
にお けるICTの活用 とネ ッ ト学 習」(2006年11
月6日)に よる と、柔軟 学習について触 れてい
る。「柔 軟学 習 はe-learningよりもっ と革 新 的
な概 念であ り、教 育にテクノロジーを活 用す る
だけでな く、学習者 を支援 しその状 況に よって






画 し、組織 し、実現することであ り、学生が場
所、時間、テンポならびに勉強の方法を選ぶこ
とが出来るようにすることである。

























































































































対面授業(ス クーリング)か ら得 られるものと
しては、①直接授業が受け られる ②院生 と話












私は、他者の悲 しみなり怒 りなりを、苦 しみや





































































































ない/実 際に顔 と顔を合わせた教授 とのイ ン
ターラクションが欲しい/サ イバースペース上
のクラスでは、他の学生 との交わりがなく親 し







































アサポー ト活動の試み」14による と、①活動 目
標 ・内容の明確化 ②サポー トすることの難 し
さと適切なスキルの必要性 ③サポーターへの













































6西 岡正子 『日本の学習社会 にお けるComputer
MediatedLearningのニーズ と可能性』佛教大学
総合研究所紀要、2004年3月、p195
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